
今
年
２
月
、
流
山
市
医
師
会
を
含
め
東
葛
５
市
医
師
会
は
連
名
で
、
千
葉
県
知
事
ら
へ

『
陳
情
書
』
を
提
出
。
年
少
人
口
の
増
加
を
背
景
に
し
た
小
児
医
療
の
需
要
の
大
幅
増
加

に
応
え
る
医
療
体
制
整
備
を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
日
本
共
産
党
は
、
５
月
１
５
日

党
県
議
団
と
３
市
議
団
が
松
戸
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
東
葛
北
部

地
域
で
唯
一
の
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
）
を
視
察
し
、
医
師
ら
か
ら
現

状
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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東
葛
北
部
地
域
５
市
で
は
、
毎
年
の
出

生
数
が
合
計
で
９
千
～
１
万
人
弱
。
本
来

の
実
数
に
合
わ
せ
れ
ば
、
周
産
期
の
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療
室
）
は
２
５
～

３
０
床
必
要
で
す
。
し
か
し
、
東
葛
北
部

地
域
で
は
、
市
立
松
戸
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー

の
１
８
床
し
か
確
保
さ
れ
ず
、
患
者
受
け

入
れ
の
た
め
に
、
治
療
回
復
室
（
Ｇ
Ｃ
Ｕ
・

１
８
床
）
の
病
床
の
活
用
も
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

新
生
児
課
主
任
部
長
の
鶴
田
医
師
は

「
出
生
後
、
一
度
も
自
宅
に
帰
っ
た
こ
と

が
な
い
新
生
児
に
と
っ
て
、
こ
の
場
所
は
、

治
療
と
生
活
の
場
所
」
と
話
し
、
家
族
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
含
め
た
取
り
組
み
を

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
Ｇ
Ｃ
Ｕ

も
含
め
ほ
ぼ
満
室
が
ず
っ
と
続
い
て
お
り
、

病
床
増
が
必
要
」
と
し
、
あ
わ
せ
て
、

「
新
生
児
用
の
脳
外
や
外
科
な
ど
専
門
性

が
高
く
、
か
つ
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
る
う
え

で
、
周
産
期
の
医
療
拠
点
は
、
分
散
型
よ

り
集
約
型
に
す
る
こ
と
で
、
継
続
性
も
、

効
率
性
も
高
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
森
医
師
か
ら

は
、
病
床
の
説
明
に
加
え
、
「
不
採
算
部

門
で
あ
る
実
態
を
見
て
ほ
し
い
」
、
「
軽

症
か
ら
重
症
ま
で
搬
送
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
受
け

入
れ
る
救
急
体
制
で
は
、
常

に
対
応
可
能
と
は
限
ら
な
い
」

な
ど
運
営
課
題
を
共
有
さ
れ

ま
し
た
。

小
田
桐
市
議
か
ら
、
「
病

院
（
３
６
５
日
２
４
時
間
体

制
）
の
勤
務
医
よ
り
、
個
人

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
業
で
、
収

入
は
増
え
、
心
身
的
負
担
は

減
る
傾
向
が
あ
り
、
勤
務
医

の
確
保
に
課
題
は
な
い
で
す

か
？
」
と
の
問
い
に
、
森
医

師
は
開
業
医
へ
流
れ
る
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
と
し
、

「
勤
務
医
に
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
必
要
」
と
私
見
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

鶴
田
新
生
児
科
主
任
部
長
（
一
番
右
）
か
ら
説
明
を
受
け
る
党

県
議
団
と
、
松
戸
・
柏
・
流
山
市
議
団
（
小
田
桐
市
議
は
右
か

ら
２
番
目
）


